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V結 語

1緒 言

スポーツとい う 言葉 は,レ ク リ ヱー シ ョソ的 な活 動 と 競 技的な 身体運動

(AthleticSports)と の二 つ の 内容 を も って い る。

Athleteの 場 合 は後 者 を示 して お り,試 合 に勝 つ こ とに 全 精 力 を傾 注 して

いるわけであ るが,勝 つ た め の トレー ニ ン グは並 大 抵 の ものではない。 しか

し,こ の苦 しい 辛 い トレー ニ ソ グに情熱を傾け,心 情 を 満 し,闘 志 をふ るい
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起 し,そ こに楽 しみや喜びを見い出す ことこそ若人のスポーツとして一層意

義あるものと思 う。

だが,こ れには綿密な計画と厳格な管理運営のもとに合理的かつ科学的練

習法や トレーニングが取 り入れ られなければな らない。最近,こ れ ら計画の

不備や トレーニング運営上の誤 りか ら尊い生命を失った り,重 傷事故による

再起不能選手が出ていることは誠に残念なことである。

これ らの観点か ら,と くに ラグビー選手の傷害についての実態を通 して,

その問題点を考察 し,死 亡等の重傷事故絶滅 と軽傷害の減少を計 り,楽 しい

ラグビーを実施す るための一助 としたい。

H傷 害の種類と実態

昭和41年 か ら昭和43年 の3年 間における日本 ラグビー ・フッ トボール協

会事故防止対策委員会がまとめた事故実態調査の結果では,死 亡事故が昭和

41年 に3件(関 西),昭 和42年 に4件(関 東1,関 西1,九 州2)で あった

ものが,昭 和43年 にはその倍の8人(関 西3,九 州5)も の若い生命を失 っ

ていることは今後のラグビーの普及発展上極めて憂慮すべ き問題である。

死因の主なものは,頸 椎脱臼に よ,る頸髄損傷 ・呼吸麻痺 ・脳幹損傷 ・脳挫

傷などが タックル や スクラムの際に発生 し,熱 射病や 目射病による死亡が

7・8月 の暑い時期に九州や関西等の暑い地方で発生 しており,そ の50%が
へ くり

高校生 であ るとい うことで ある。

その内容 と しては,意 識 障 害 が 高 校 生 で18.1%、 大学 生 で31・1%の 高 率

を示 してい る こ とは,こ れ が頭 蔀 お よび 頸 部 の打 撲,損 傷 に よる もので あ

り,さ らに,こ れ が 死亡 とか 重 傷 に つ な が る ものだけに重大 な問題であ る。

骨折 が高校生32.4%,大 学 生27.6%と 割 合い多 く,そ の 他 と して は高 校 生

44.9%,大 学 生 の35.4%の 殆 ん どが 足 首 の捻 挫,脱 臼 等 の 下 肢 に傷 害 が 多

い の が 特 徴 であ る。 内科的 な 疾患 と しては 高校 生,大 学 生 と もに 少 な く

2。2%～2.9%と な って い る。

(1)畠 山一 男,他 ラグ ビーに おけ る事故実態調 査RUGBYFOOTBALLI969



ラグビー傷害とその問題点(藤 江) (145)

表一1は 小 樽 商 科大 学 ラグ ビー部 員 の 昭和41年4月 よ り 昭 和45年12'月

まで の事 故 ・傷 害一 覧 とそ の 内容を 示 した ものである。 昭和41年 度 の傷 害

率 は55・5%,』 昭 和42年 度40.O%,昭 和43年 度21・6%,昭 和44年 度20・0

%と 逐 年 減 少 し,そ の 内容 も打 撲,捻 挫 等 の比 較 的軽 度 な もので あ ったが,

昭 和45年 に は39.3%と 増 加 し,そ の内 容 も 外 因性 急 性 死(脳 内 出血),骨

折,肩 脱 臼 等 の大 きな傷 害 とな って い る。 これ らの主 な原 因 と しては施設 ・

環境 の不備お よび プレーヤーの意識性や緊 張感 の欠如 に よるものが多い もの

く　ラ
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(2)藤 江 正 ラグビーにおける事故 ・傷害の予防

海道支部大会で研究発表,12月20日 於札幌大学

昭和45年 度 日本体育学会北
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と思われる。 昭和45年 度は 市のグラン ドが使用不能であったことや,本 学

グラン ドが工事中のため他校 グラソ ドを借用 していたなどの関係もあ り,狭

さと 危険物の飛来(野 球ボール)を 気に しなが らでは 落着いた 練習 もでき

ず,集 中力 も薄れがちであった。また,最 上級生に事故者が多い点では途中

での入 ・復部に よる実質的経験年数の不足をカバーしようとする上級生意識

による無理に起因 しているものと思われる。 さらに 傷害の70%が 練習中に

発生 していることや指導者のいない 日,い ない時間,い ない場所で発生 して

いる点では,指 導 ・管理運営上の欠陥 もあろうかと思われ る。

表一2の 調査は,昭 和30年 より昭和45年 にわた っての北海道における主

な高校 ・大学 ・社会人大会における記録を集計整理 した ものである。

この調査でとくに 目立った 傷害発生の 誘因としては,技 術未熟が21.3%

と高率を示 し,施 設 ・環境の面では最近徐々に整備 されつつあるとはいいな

が ら,ま だまだ不備な点が 目立っている。不可抗力に よるものは以外 と少な

く,厳 密な計画 と最善の注意を払 うことにより傷害の多 くは未然に防止でき

るものと思われる。 その他,試 合における審判の不手際や 練習時における

ハー ド・トレーニングまたはラグビー選手としての適性に欠けるための傷害

も目立っている。

表一2傷 害発生の誘因
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皿 ラグビー選手 としての適性

自分の志向するスポーツを選ぶ際に,自 分がどのようなスポーツに適 して

いるか否かの判断の正誤により大成 もし、逆に労多 く,こ れが傷害発生の原



ラグビー傷害とその問題点(藤 江) (147)

因 となることが あ る。 ラグビーの よ うに 格闘技的な 傾 向を もつ スポーツで

は,肉 弾 相打 つ 身 体接 触 が極 め て多 く,し か も タ ックル,ス ク ラ ム,ラ ッ ク

等 で は,軽 量 選 手 お よび体 力 的 な ア ンバ ランスな選手に比較的傷害が多 く発

生 している。 また,単 に体 格 とか 体 力 の み な らず,精 神 的 ・心 理 的 な面 の作

用 も大 きな影響力 を もってい る。 つぎに ラグビー選 手 と して望 ま しい体格 ・

体力 ・性格 について記 述す ることにす る。

(1)ラ グ ビ ー選 手 の身 体 的 適性

① フ ォワ ー ドの身体的適性

ラグビー選手 と しての体格は頑健 なボデーが第一 であ る。高層建築 ほ ど基

礎工事 を強化 しなければな らないの と同様 に,到 達 目標 の大 きい チ ー ムほ ど

体格 の要求度 も大 き くな るよ うで ある。 この意味か らラグビー ・プレーにお

け るボ ール獲得を主な任務 とす るいわゆ る建 築の土台 ともい うべ きフ ォワー

ドが強 固でなければな らないのは当然で ある。 さ らに,そ の フ ォワ ー ドの最

も重 要 な土 台 とな ってい るものは プロップとフ ッカーで あ り,こ の フ ァース

ト ・ローが弱 けれ ば,い か に 立派 な ロ ックや フ ラン カ ーを配置 して も,そ の

力 を充 分 発 揮 す る こ とはで きない。それ に フ ァース ト・ローは相手 フ ォワー

ドと味 方 ロ ック,フ ラン カ ーの押 力 の板 ば さみ とな るので,こ れ ら両 者 の力

に充 分 耐 え られ る体格が必要 である。身長はあ ま り高 くな くともよいが,体

重 に 恵 まれ た頑 強 な 体 格 が 必要 である。

ロ ックはス クラムを まとめ押力 の中心 とな るポジシ ョンであ るので,肩 幅

が広 く、 体 重,身 長 と もに大 きい選 手 が 望 ま しい。

フ ランヵ一,No.8は フ ォ ワ ー ドと して の頑 強 な身体 と強 い押力を持 って

いることと,第 一 線 の防 禦 とか オ 「 プ ンへ の参加な ど役割 が多 く,頑 強 な 体

格 と積 極果 敢 な 闘志 の持 主であ ることが肝 要である。

② パ ックスの身体的適性

フ ォワー ドほ ど 顕著 でないが,ラ グ ビー競 技 の 性 格 上,体 格 の優 劣 は ゲ

ームに 大 きな影 響 を与 えるものであ る。た とえば,ポ ール を持 って 相 手 に 当

った 場 合,自 チ ー ムに 不 利 な態 勢 で 倒 され たのでは 効果的な 攻撃 はで きな
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い。相手にホールされた場合の瞬間的なボールのキープ,有 利な倒れ方は,

つぎのフォワー ド・プレーを有利に導 き,さ らにバックスの効果的攻撃につ

ながるものである。このような有利な態勢で プレーす るためには,身 長と体

重のバラソスのとれた体格が必要である。本学 ラグビー選手の調査では,体

重64kg以 下の選手の傷害率は極めて高 く83・3%を 示 してお り,最 低65kg

以上の体重の持ち主であることが望ま しい。

③ 体格と体力 ・運動能力の関係

体格にめ ぐまれ,体 力に優れていることはラグビー選手にとって重要な要

件である。そこで体格 と体力の相関 々係や体格および体力 ・運動能力の関係

か ら,そ の適性および受傷者 と非受傷者の比較を してみたい。

表一3は 小樽商科大学 ラグビー部の選手を対象として調査 したものである

が,身 長 と垂直 とび ・握力 ・脚筋力,体 重 と背筋力 ・握力 ・脚筋力,胸 囲と

背筋力 ・握力にそれぞれ相関がみ られ,と くに体格 と筋力の相関が高いこと

がわかる。 したがって,脂 肪ぶ とりの選手は別として体格にめ ぐまれている

選手は筋力面でも優れていることがわかる。

表一一一4・5は,ど のような 体格や 体力 ・運動能力の持主に 傷害が発生 して

くヨラ

表一一3体 格 と体力の相関係教(r)

区 分 1陵 剥 体 馴 胸 囲

敏 捷 倒 反 復 横 とび

瞬 発 力 睡 直 と び

筋 力

柔 軟 性

力

力

力

筋

筋

背

握

脚

伏臥上体そらし

立 位 体 前 屈

持 久 倒 踏始 昇降罰

.295

.317

.250

.673

.682

.115

.717

.245

.296

.086

.649

.338

.440

,051

.424

.055

.175

.190

.503

.545

.186

.001

.333

一
。065

(3)藤 江 正

1967年7月

ラグ ビーにおけ る 体力 トレーニ ソグの一 方法 人文 研究 第34輯
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(4)

表一4受 傷者と非受傷者の身体計測および形態指数の比較(本 学)

区 分

身

一
体

一
胸

前 腕 囲(cm)

右

　
左

1右

大 腿 囲(cm)一 一

左
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右

一
左

比 体 重

比 胸 囲

ロ ー レ ル 指 数

比 上腕 伸 副 右

比 大 腿 囲1右

比 下 腿 劇 右

非 受 傷 者

人数1平均値①騨 偏差

19

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

172.3

64.2

89.5

27.1

26,6

30.9

30.9

24.3

23.9

53.6

53.6

37.2

37.1

38.7

52.0

131。3

15.68

31.41

21.66

6。00

6.97

3.64

1.50

1.95

1.99

2.10

1.88

2.00

2.55

2.28

1.76

1,85

3.04

2.58

健

②

均平者傷受

び腱榊働鵬磁
20

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

11.28 .〃

1.10

3.ll

1.53

〃

〃

〃

167.2

64.6

88。6

26.1

26.2

29.9

29.6

23.2

23.0

52.7

52.5

37.1

36.8

38.7

52.9

138.3

15.59

31.53

22.22

5.44

9.42

5.50

1.95

2.35

2.00

2.28

5.1

△0.4

0.9

1.0

0.4

1.0

1.3

1.881.1

2.130.9

3.310.9

3.351.1

2.240.1

2.220.3

4.810

3.35△0.9

16.29△7.0

1.450.09

2.14△0●12

1。790.56

△印は,受 傷者の優位種 目を示す。

いるかを調査 したものである。

表一4の 身体計測値および形態指数の平均値では,受 傷者の場合,非 受傷

者に 比較 して 身長は小 さいが 体重が大きく,ロ ーレル指数では160以 上が

(4)藤 江 正 前掲,ラ グビーにおける事故 ・傷害の予防 昭和45年 度 旧本体育

学会北海道支部大会にて研究発表 昭和45年12月20日 於札幌大学
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(5)

表一一5受 傷者 と非受傷者の体力 ・運動能力の比軽(本 学)

区 分

反 復 横 と び(点)

垂 直 と び(cm)

背 筋 力(kg)

握 力(kg)

右

一
左

立 位 体 前 屈(㎝)

伏臥上体そらし(cm)

踏台昇降運動(指 数)

脚 筋 力(kg)

右

一
左

肺 活 量(cc)

50rn走(秒)

背 筋 力/体 重

握力/前 腕剛 右

脚力/大 腿剛 右

非 受 傷 者
　

人数 平均値①i標準偏差

19

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

43.3

55.1

146.9

46.4

43.1

16.5

55.4

108.5

3.21

5.33

21.70

5.68

5.48

3.69

7.04

17.64

受 傷 者

人数鴨 値②騨 偏差

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

44.8

43.2

5049

7.01

2.19

1.92

0.82

20

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

9.95

9.86

22.06

0.33

0.23

2.30

0.16

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

40.6

51.8

138.5

41.8

37.0

14.8

55.6

92.5

43.7

41.6

4651

7.49

2.07

1.77

0.81

3.55

6.60

15.19

4.60

3.52

4.64

6.40

10.50

14・.83

13.10

25.89

O.45

0.28

0.90

0.25

平均値差

①一②

2.7

3.3

8.4

4.6

6.1

1.7

△0。2

16.0

1.1

1.6

3り8

0。48

0.12

0.15

0.01

△印は,受 傷者の優位種目を示す。

15%で 身長 と体重のアンバランスな面が目立っている。

フォワー ドの受傷者の場合,反 復横 とび,50m走 などの敏捷性やスピー ド

面で劣っている75%の 選手が 傷害を受けていることは,身 体接触を受けた

際に軽量で スピー ドのない選手に 傷害が多いことは 当然のことである。 ま

た,握 力や前腕囲/握 力の弱い選手の傷害が62.5%を 占め,握 力がスクラ

ムを組む際のパ ックカ として重要なものだげに,こ の筋力が劣っているため

にスクラムが くずれ,こ れが傷害発生の原因となっているものと思われ る。

㈲ 藤江 正 前掲,ラ グビーにおける事故 ・傷害の予防 昭和45年 度 日本体育

学会北海道支部大会にて研究発表 昭和45年12月20日 於札幌大学
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そ の他,立 位体前屈,伏 臥上体そ らし等の柔軟性や脚筋力の劣っている選手

が50%の 受傷率を示 している。

・ミックスでは,脚 筋力に欠ける 選手の受傷が75%の 高率を示 しているこ

とは,お 互いのインターバルが広いことと,ス ピー ドがあるためにタックル

時の衝撃が強 く,変 化に富んだ走法やキ ックの瞬間におけ るタックル等によ

るものである。 つぎに 背筋力,伏 臥上体そ らしに 劣っている選手の傷害が

66%,握 力に劣っている選手の傷害が58.1%と なっている。

(2)ラ グビー-pe手の性格的適性

ラグビーは激 しい闘志をぶつけ合う競技であるが,他 面,精 神を重んずる

競技でもある。 しか し,勝 負を争 う以上 どのチームも勝 とうとして練習 し,

作戦を考えるわであり,こ の根本的な要素 となるものは闘志である。いかに

身体的な適性にめぐまれていようとも,練 習をなまけた り,努 力することが

嫌いで研究心に乏 しい選手は大成 しない。 日々の苦 しい練習に耐え,計 画を

忠実に履行す ることは精神的にも肉体的に も苦痛なことである。 しか し,勝

つためにはこの苦痛を克服 し,こ れに耐えてゆ く強い精神力が必要である。

ただ し,こ の闘志とは粗野で乱暴な言動を意味す るものではな く,内 に秘め

た気力とか負け じ魂ともい うべ きものである。事実,性 格的なものがプレー

上に大きな影響を及ぼす ことがある。たとえば,決 断力の乏 しいプレーヤー

は何時 もパスの時期が遅れてチャンスを逃が し,融 通のきかない我が儘なプ

レーヤーは同 じ失敗を二度 ・三度 と繰 り返す ことがある。この ような性格上

の短所を矯正す ることは決 して簡単なことではないが,正 しい基礎練習や試

合の経験を重ね,プ レーに対す る自信を深めることに よって正 しい判断力が

生 まれ ることが多い。

ラグビー選手 としての望 ましい性格と しては,⑦ 冷静で正確なプレーがで

きること。⑭注意力があって判断力に優れ,し かも臨機応変なプレーができ

ること。㊨失敗 しても何時 までもくよくよせず積極 ・果敢な闘志をもやせ る

人。e研 究的態度 と常に努力す ることを忘れない人。㊧他の選手が失敗 した

場 合,そ の失敗をとがめず,む しろ励げま してやれ るような心のひろい思い
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や りのある性格の持主であることが望 ましい。

W傷 害 の 予 防

(1)傷 害の種類

身体の組織に衝撃的なス トレスが加わることに よって骨折,捻 挫,断 裂,

脱臼等の急性に起るものを外傷 と呼び,ス トレスが継続的に加わることに よ

って生理的に不良な状態または形態的な変化な どの慢性的経過をたどって起
くの

るものを 障害と呼び,こ の外傷 と障害を合わせて 一般的に傷害と 呼んでい

る。

(2)傷 害防止上の問題点

傷害防止上に比較的問題が多いと思われる健康管理および体力,ト レーニ

ングの管理運営,環 境 ・施設,競 技規則,応 急処置等について記述する。

① 健 康 管 理

スポーツ選手の健康診断の第一の目的は,自 分の志向す るスポーツに耐え

るだけの健康を備えているか否かの判断であ り,第 二の目的はスポーツの継

続中における部員の健康上の指導 と管理のためである。 この二つの目的を達

成す るためには専門医に よる定期および臨時の健康診断の実施により,疾 病

異常の早期発見に努めると同時に,そ の結果に基づ く合理的な事後措置が肝

要である。他面,自 分の身体である以上,プ レーヤー自身の摂生 と自覚にま

たなければな らないのは当然であ り,栄 養摂取についても充分意を用いなけ

ればな らない。また,合 宿期はチーム作 りの立場か らすれば,シ ーズンに入

るための強化期 と考え られ るわけで,当 然,普 段の練習 よりも厳 しく,し か

もス ピー ドと持久力の養成を必要 とするラグビー練習では心臓 の機能が重要

視 され るわけで,専 門医の健康診断 と同時に心電図検査は是非 とも実施 しな

ければな らない ものである。 とくにスポーツ選手の場合は,運 動負荷後にお

ける良否の観察が重要である。

小野氏に よれば,オ リンピック候補選手 クラス の 人々について 検査 して

(6)小 野三嗣 体育施設全書 別巻1日 本体育協会 第一法規出版株式会社
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も,PQ延 長(心 房心室間の 興奮伝導時間を現わ し,正 常では0.12秒 か ら

0.20秒 の間にある)な どの刺激伝導障害,ST上 昇(心 室全体が興奮 してい

る時期で基線上にある。 基線か らの偏位は 心筋の障害をあらわす),QRS

高(心 室内興奮伝導をあ らわ し,普 通0.06～0・09秒 である)な どの所見が

見 られ ることは決 して珍 しいことではな く,む しろ高度な トレーニングを積

んだ結果 として 現われるひとつの 適応性変化であるとい う見方さえ 成 り立

つ。 しか し,何 らかの心筋の病変,心 臓疾患の徴候である場合もあ り得るの
くわ 　

で鑑別診断は慎重に行なわなければな らないとしている。

② 体力,ト レーニングの管理運営

体力 とい う概念を具体的にあ らわす ことは必ず しも容易でな く,ま た,個

人,国 な どに よっても多少把握のされかたが異なっているわけであるが,人

間がいかなる環境や条件に も耐え,積 極的に活動できる能力であるとい う点

については異論のないところである。 このような能力を更に発達させるため

には,人 体の適応性を利用 し,こ れに運動刺激を与えることであ り,こ のプ

ロセスを トレーニングと呼んで よいであろ う。人間の身体は環境とか刺激に

対する適応力があ り,人 体に対する刺激が適度であれば発達 し,使 わなけれ

ば衰退 し,こ れが過度であれば悪 くなるとい うことは生理学的原則 一(ルーの

法則)か らも明 らかである。

小野氏の報告では,昭 和37年 か ら昭和42年 までの5年 間に学校安全会に

報告された小 ・中 ・高校生の体育授業時間中の死亡が1,566例 で,う ち原因

不明の ランニング中の突然死が96例 である。 この96名 の内訳は男子77名,

女子19名 。小学生14名,中 学生38名,高 校生44名 と年令が進むにつれて

増加 している。 運動の程度 としては 短距離全力疾走中の死亡が23名,長 距

離 レース中が29名,準 備運動など軽いランニング中の死亡が44名 で,最 も

頻度の高いものは高校生の男子が軽いランニソグを行なっている最中に原因

不明の死亡事故を起 していることになる。 これは受験勉強のみに専念 し,か

(7)小 野三嗣 前掲 体育施設全書 別巻1第 一法規 出版株式会社

(8)山 口正義 新体育学講座 第30巻 造遙書院

(9)一小野三嗣 前掲 体育施設全書 別巻1第 一法規 出版株式会社
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らだ作 りの重要性を度外視 した悲劇であるが,こ のような若人が各大学に入

学 し,し か も運動 クラブへの入部を志向 している学生が少な くないとい うこ

とである。

昭和46年 度 小樽商科大学に入学 した 新入生を対象として,中 学 ・高校時

代の活動状況 と本学における運動 クラブへの 志向状況を調査 したのが 表一一6

である。

表一6中 ・高校時代の活動状況 と本学運動クラブへの志向状況(4月 末現在)

区 分

学校の代表 となって活躍し
た

運動クラブに所属して活躍
した

運動クラブに所属していた
が,あ まり活動 しなかった

運動 クラブに所属しなかっ
たが,よ く活動 した

運動 クラブに所属 もしない
し,活 動 もしなかった

合 計

入 部 す る

人 数%

18

19

15

53

29

134

7.5

7.9

6.3

22.1

12.1

55.9

入 部 しな い

人 劃%

3

1

7

23

25

1。3

0.4

2.9

9.6

10.4

未 定

人 劃%

59

2

6

5

20

14

24・6i47

0.8

2.5

2.1

8.3

5.8

19.5

この調査より中学 ・高校時代 ともに運動 クラブにも所属せず,運 動 も殆ん

どしなかった者の中で,大 学入学後運動 クラブに入部 しようと志向 している

者が全体の12.1%で,そ の入部 の理由としては,① 健康法と してや りたい

とい う者が44.8%,② 中学 ・高校時代にできなかったので 大学に入学 した

らやろ うと 思ったとい うのが31.0%,③ 強い運動部に入って心身 ともに鍛

練 したいと志向す る者が24.2%で あった。

以上のような観点か ら,新 入部員を扱 う際の最 も大切なことは,入 部時ま

での運動実施状況と体力の現状を客観的にとらえ,こ の旺盛な体力向上への

意欲に対する適切な指導がなされなければな らないとい うことである。体力

については,人 体のすべての能力を測定す ることは困難であるが,現 時点に

おけ る測定方法の正 しい知識と,そ の長所 ・短所お よび判定の限界を正確に

把握 し,正 確な計器の使用と正 しい測定方法によって トレーニング処方や適
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性 を判断 し,さ らに定期的な体力測定に よってその動態を把握 し,そ の結果

に基づいた事後指導が肝要である。事後指導 としては,体 力のない新入部員

と体力の優れた上級生とでは,そ の練習の質 ・量 ともに異な らなければなら

ない。 これを同一基準で実施するな らば上級生は負荷量が軽いために効果が

あが らず,逆 に新入部員はoverworkと なってついてゆけな くな り,こ れ

を強引に押 し進めるな らば疾病傷害を起 し,さ らにシゴキ事件へと発展す る

恐れがある。つまり身体の発育および体力の発達程度を充分把握 し,そ の発

育 ・発達の変化を正 しくとらえなが らポジシ ョンの配置や練習処方が決定 さ

れなければな らないとい うことである。

PracticeとTrainingの 関係については,人 文研究 第42輯 に記述 してあ

るが,初 歩的練習においては,と くに安易なものか ら難 しい技術へと漸進的

に進み,正 しいフォームに よる反復練習に よって正確な技術を習得す ること

である。

つぎに,ラ グビー傷害中でタヅクル(全 傷害中の約40%),セ ービング(約

12%),ス クラム(約20%)等 に関連 して起る傷害が比較的多 く,し か も重

傷事故につなが る点か ら,と くにこれ ら種 目について練習方法の具体例を示

す ことにする。 これ ら種 目の傷害発生の誘因となっているものは,技 術の未

熟によるもの,体 力不足や躊躇 したプレーによるものが多 く,し かも一度傷

害を起す とそれが慢性化 した り,プ レーが消極的になるな ど個人技術の面で

もチームとしてもマイナスに作用する面が多いわけで,普 段の練習に よって

正確な技術と判断力を身につけ,ト レーニソグによって優れた体力をつける

よう常に心がけ,傷 害予防の面でも充分な配慮を加えなが ら慎重に練習を進

めることが大切である。

◎ タックル(Tackle)

ラグビーにおける攻撃と防禦は紙一重であ り,つ ぎにプレーを有利に展開

させ るためには有利なタックルを しなければならない。 この有利な条件を獲

得す るためには,技 術,ス ピー ド,決 断力,闘 志の面で相手 プレーヤーに勝

さっていなければな らない。効果的なタックルは,自 分の体重を充分相手に
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かけた肩の当 りと,腕 の しめおよび腕の引きつけがマ ッチ しなければな らな

い。そのためには踏み込む位置と姿勢が重要なポイン トとなる。両足を前後

に開き,相 手の大腿部の中間に肩を当て,上 体と地面が平行になるよう姿勢

をつ くり,相 手一人ではその力に耐え られない ような重心のかけかたをす る

ことである。あとは両腕を相手の膝下に回 して締めつけ,手 前に強 く引きつ

ける動作をす るのである。タックルで最 も危険なことは,頭 が相手の身体の

下敷きになることである。 したがって,タ ックルをかけた場合は必ず相手の

身体の上に頭を置 くよう練習に よって習慣づけることである。また,頭 を下

げてタックルに行 くことも危険な方法である。 目を しっか り開けて目標(相

手の大腿部)を 見つめ,果 敢に当ることが肝要である。練習法の一例をあげ

ると,つ ぎのような順序で進めることが良いと思われ る。

④ その場で基本姿勢をつ くる練習。

⑰ タックル ・マシンを利用 し,そ の場か らのタヅクル練習。

⑤2・3歩 あるいてタックルす る。

㊥ 左右両肩でできるように練習す る。

函 少 しスピー ドをつけてタックルする。

㊦ 実際に人間を使 って転び方,倒 し方を充分練習 した後サイ ド・タック

ルの練習に入る。

㊦ お互いに軽 く歩 りなが らタックルの練習をす るガ

⑦ 徐々にスピー ドをつけて練習す る。

⑪ 正面および後方か らのタックルを練習する。

練習の場 としては,最 初はなるべ く柔かい所を利用 し,屋 内等でマ ッ トを

利用する場合はマ ッ ト外に人間を立て,倒 れる瞬間にマッ ト上に転うぶ よう

配慮 しなければな らない。転 ろび方でとくに注意す ることは,肘 を地面に着

かないことと,常 に顎を引いて倒れ るよう習慣づけることである。最初はヘ

ッ ド・キ ャップを利用す ることも傷害予防上有効な方法である。

◎スクラム(Scrammage)

第一に頸 ・足腰等の筋力およびパ ックに必要な握力 ・腕力を強化 し,フ ォ
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ワー ドとしての適性を高めることであ り,第 二は正 しいスクラムの組み方と

姿勢を充分体得することであ る。練習の順序としては,

⑦ お互いに3人 つつ静かに組んで姿勢のつ くり方を練習する。

@少 し当たって組む練習。

⑳ 徐々セと強 く当たって組む練習。

㊥ 強 く当たって組むと同時に押 しの練習も加える。

㊧ 相手を5人,6人,8人 と増 しなが ら支えの練習をする。

㊦ お互いに同数で当 りと押 しの練習。

㊦ スクラムの組む回数を徐々に増加 してゆ く。

⑦ 実戦的に8:8(部 員が少ない場合は5:5で もよい。)で 移動 しなが ら

スクラムを組みフッキングの練習も同時に行な う。

スクラムに関連 して起 る傷害で最も危険なものは,頭 を下げて強 く当たっ

た り,距 離をへだてて当たった場合,ま たは,緊 張を欠いた状態で組む こと

によって筋の拮抗作用の不調をきた した り,頸 の筋力が弱いためにつぶれ る

など,基 本的な組み方や姿勢が充分できない者や筋力の劣 る者に押 しの練習

をさせることは大変危険なことである。 このような結果,頸 を強 く急に屈伸

した り,捻 った りす ることに よって頭部打撲とか頸椎損傷などの事故を起 し

ているわけである。

練習上の注意 としては,お 互いに相手をよく見合って組み合 うことと,両

プロップはお互いに相手の肩に手を当て,頭 をあげ,遠 く離れてぶつか り合

わないことである。たとえスクラムがつぶれた場合でも絶対に頭を下げては

ならない。

◎セービング(Fallon七heball)

相手の ドリブル ・ラッシュに際 し,身 を挺 してボールを くい止め,相 手の

前進を阻止す る技術がセービングである。飛び込む タイ ミングを失するとピ

ソチをまねき,こ れが 適切であれば 一挙に して 攻 ・防を逆転する結果 とな

る。基本的な動作 としては,相 手に背を向けて低 く,素 早 くボールを乗 り越

えて相手側に倒れ込む ことである。
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傷害の起 りやすいプレーとしては,肘 を地面に着いて倒れ ることや,姿 勢

が高いために横腹が相手の膝に当たった り,腹 を上向きに して倒れた り,起

きあが り方がおそいために腹を踏まれるなどは基礎技術の未熟によるもので

ある。練習の順序と しては,

④ 静止 した状態か ら低 く正確に相手に背を向けて倒れ込む諌習。

◎ 静止 しているボールを2・3歩 あるいてか らセービングす る。

⑤ 軽 く助走をつけなが ら低い姿勢でセービングする。

㊤ 正面か ら静かにボールを転うが してもらいなが ら,こ の動いているボ

ールにセービングす る。

㊧ 変化 した転うが りに対す るセービングの練習。
'

㊦ 斜め前,正 面,真 横か らなど角度をかえて練習す る。

㊦ 実戦的に相手の ドリブルに対 してセービングする。

㊥ 後方にボールを追いかけなが らセービングす る。

③ 環境 ・施設 の管理運営

スポーツの振興にあたって先づ第一に必要なものは,快 適な環境でのびの

びと自由に練習ができる施設である。運営上の重要なものとしては,良 き指

導者 とそのチームに合ったプログラムの作成および組織 と財政的な裏付けと

い うことになるであろ う。望ま しい施設 ・設備 としては,ロ ーンまだは柔か

めの独立 した専用グラン ドに洗面所,脱 衣室,浴 場は勿論,散 水設備,ミ ー

テング室などが必要である。 しか し,現 実には独立 した専用グラン ドをもっ

ているチームは数少な く,市 町村営のグラソ ドにおいても同様で,小 樽市に
ヲ

いたっては現在兼用グラン ドもないとい う劣悪の条件である。

これ ら環境 ・施設 の 不備による傷害が13.5%と 第二の傷害率を示 してい

る点か らも,施 設 の建設にあたっては一時の間に合わせや利用者不在または

傷害発生の危険性を充分考慮 し,利 用価値を発揮 し得る施設の建設でなけれ

ぽ意 味がない。

グラン ドの排水を良 くするため とか予算の乏 しさを理由に炭 ガラや小石の
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混 入 した火山灰な どを敷 くこ とがあ るが,泥 潭 戦 で は ス ク ラ ムに よって表 面

の土 が堀 りお こされ,炭 ガ ラや小 石 が表 面 に 出て タ ックルや セービングの度

に裂傷 を起 し危険であ る。 また,ひ とつ の グ ラ ン ドを 野 球,陸 上,サ ッカ

ー,ラ グ ビーな どが併 用 して い るた めに砲丸や 円盤が当た った り,バ ッテ ン

グ練 習 中の ボ ールが 頭 に あた って内出血 を起 した とか,ピ ッチ ャース ・プ レ
■

一 トに疾走中つまついて 手指の捻挫,骨 折を 起すなど傷害が絶えない。 ま

た,雨 あが りの凸凹で固 くなった グラソ ドの手入れが悪いための足首捻挫 も

比較的多い ようであるが,常 にグラン ドを充分整備 して練習するような心が

けが肝心である。

④ 競技規則上の問題

傷害の防止にあた っては,ル ールを尊崇することによって未然に防止でき

るものも多いが,逆 に規則のあいまいさや運用法によっては傷害誘因の可能

性を秘めているものも少な くない。た とえば,ス クラムを組む際に距離をへ
く　

だてて当た る組み方 は,競 技 規 則第20条(3)で 危険 な プ レー と して禁 じ られ

てい る。 また,ラ ック内で ボ ール を手 離 さな い プ レーヤ ーに対 しては危険 が

予想 され るため,直 ちに ペ ナル テ ィを課 す とか,ア ー リー ・タ ッ クル,レ ー

ト・タ ッ クル お よび 危 険 な タックルについては 第26条(3)(4)(5)の 不 正 な プ

レー と して,こ れ が 故 意 と判 断 され る場 合 は,レ フ リーはそ の プ レーヤ ーを

退 場 させなければ な らない とな っている。 しか し,こ れ が レフ リーの判 断 や

時 機 を 失す ると,お 返 し的 な不 正 プ レーが 繰 り返 され,思 わ ぬ傷 害 を 引 き起

す 恐 れ が あ る。

昭和45年 度 のル ・一ル改 正 で 一 番 大 き く変 わった点は第18条 タ ックル の項

で あ り,こ れ は 国際 ル ール との関 連 とゲ ームの ス ピー ド化 とい う点で改正 さ

れたわけであ るが,結 局,昭 和44年 度 まで は 両 膝 が 地 面 に着 い た な らば タ

ックル と判断 された ものが,改 正 に よって身 体 は地 面 に つ い て も 「ボ ールが

地面に触 れなければ タックルは成 立 しない」 とい う見解であ り,ボ ール を生

⑳ 日本 ラグビー・一・・フットボール協会 昭和45年 度競技規則
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かすためには必然的に身体を捻 ってボールを地面に着けない ようにす るか,

腹を上に向けて倒れるかの方法がとられ るわけで,今 まで とは慣習的に異な

った技術が要求されるわけで,ル ール改正に伴 う傷害増の懸念 もあったわけ

であるが,昨 シーズンの調査か らは顕著な例は見 られなかった。とい うこと

は改正後一年間の経験では,そ れほど上手にボールを生かすまでに至ってい

ないとい う見方が妥当であろ うと思われ るので,今 後 もこの問題については

引続 き調査研究を進めてゆきたい と思 う。

つぎに選手の交替制であるが,昭 和43年 度の ルール改正で試合を管轄す

る協会が交替を認めた選手選考試合や国際試合において医務関係者がプレー

を続行すべ きでないとの意見をのべた場合に限 り,両 チームとも二名以内の

交替が認め られ ることにな り,昭 和44年 には 高校以下の試合に も交替が認

め られ ることになった。 しか し,大 学,社 会人の試合では今だに交替が認め

られていない。 大学生,社 会人は 傷害がないとでも考えているのであろう

か。 日本 ラグビー ・フッ トボール協会事故防止対策委員会の報告では,意 識

障害が高校生18.1%に 対 して 大学生の31・1%,社 会人の17・0%と 大学生

の傷害率が高 く,骨 折では高校生の32.4%に 対 して 大学生の27。6%,社 会

人の28.4%,足 首の捻挫,脱 臼等では 高校生の44.9%に 対 して 大学生の
　 　

35.4%,社 会人の50.6%と 社会人の方が高率を示 し,大 学生,社 会人が傷

害が少ない とい う理由は見当らない。また,モ デル的に実施 していると説明

す る関係者 もいるが,そ れに して も2年 も3年 も経過 している今 日,良 否 の

判断はすでに出ている筈である。 もうひとつの問題点は 「医務関係者がプレ

ーを続行すべきでないとの意見をのぺた場合に限る」として 「かぎる」を強

調 しているが,試 合に医務関係者が必ず立合わなければな らないという規則

もない し,地 方では医師の派遣されていない試合が現実に多 く行なわれてい

るわけで,実 質的には高校生の試合においても交替が認め られないとい うの

が現状である。途中再出場の場合であっても指導者のすべてが1琴師でない限

ω 畠山一男,他 前掲,ラ グ ビーにおけ る事故 実態調 査RUGBYFOOTBALL

1969
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り本人の意志が大 きく左右す るわけで,責 任感の強いプレーヤーほ ど無理を

す ることになる。 交替制が 全面的に 認め られているな らば,こ の ような場

合,一 時交替選手を起用 し傷害の程度,経 過を充分観察 した上で再出場 させ

ることが可能なわけで,健 康管理の面か らも自由に交替選手を認めるように

すべきである。

⑤ 応急処置に対す る知識 と実践

ゲーム中の傷害は,そ の大小こそあれスポーツにはつきものである。グラ

ソ ドに医師が派遣されている場合は,そ の医師の診断 ・治療に委すべきは当

然である。 しか し,医 師の派遣されていない試合や練習場では,指 導者がそ

の程度を見極め,再 出場させてよいか否か,早 急に医師のもとに運ぶ必要が

あるか,動 か してはいけない傷害であるか否かの判断を しなければな らない

ことがある。 この際に基本的な知識 と適切な処置をほどこす ことができれば

大事を引き起す こともないであろ うし,負 傷者を再出場 させる際の正 しい判

断も可能である。

試合中に倒れた プレーヤーに水をかけ,事 故の程度 も判断できないままに

再出場させるなどは最 も危険なことである。軽度の脳 しんとうであれば,こ

のような場合,無 意識のまま立上 ってゲームに参加することがあ り,そ のま

ま参加させることによ・って再度の頭部打撲を起 し思わぬ惨事を引き起す こと

がある。昭和40年ll月6日,北 海道において上記 と同 じようなケースで高

校生が脳内出血を起 して死亡 した例がある。

ゲーム途中で脳 しんとうを起 し,ゲ ーム終了まで無意識で参加 していたな

ど,よ く聞 く話だが全 く危険なことである。 このような場合の基本的な知識

と応急の処置法については,監 督,レ フ リーは勿論,ラ グビー関係者のすべ

ての人 々が習得 し,そ の徹底を計るためには,あ らゆる機会を利用 して講習

会の開催 と実践的研修の継続が必要である。

⑥ その他の問題

指導者 のプレーヤーに及ぼす影響力は非常に大 きいものがある。指導者の

任務は各プレーヤーの素質を見出 し適材適所の役割をきめ,各 プレーヤーの
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能力を十分発揮できるよう導いてや ることである。なお,チ ームカの向上に

は指導者 とプレーヤーの相互信頼のもとに苦楽を共に し,汗 を流 し,心 を打

ちあけて 語 り合えることであ り,プ レーヤー同志の 人間関係の 結びつきも

また大切である。練習の計画にあた っても全員で 「話 し合い」その目標,内

容,効 果についても理解 し納得 してこそ 練習に対す る 「動機づけ」 とな り

「はげみ」ができ,よ いチーム作 りの足がか りとなるものである。

小樽地区の実態調査か ら指導者のいないチームほ ど傷害が多 く,ラ フ ・プ

レーが 目立っている事実か ら,各 チームに ラグビーの経験ある指導者を配置

できるように したいものである。なお,経 験のない顧問教官に正 しい指導法

を習得 してもらうための講習会や社会体育におけるコーチ制度についても真

剣に検討する必要があろ うと思われる。

つぎに,一 般的な実態調査で現われないのが,あ る特定のチームに所属 し

ない人達で過去に選手の経験があるといった人達の傷害である。急激な運動

量の変化はとんだ 勃発的な事故を 起す ことがある。 小野氏に よれば,20年

間一歩 もあるかなかった人が,た またま200m歩 いたために死んだ と考え ら
で　 　

れる事例がアメリカにあった とい う。

大学時代にラグビーの選手をや り,卒 業 と同時に就職 し,仕 事に追われる

ままに身体を動かす機会がな く7・8年 して暇ができ,母 校え練習に出かけ,

走ろうとして地面をけった瞬間にアキ レス腱の断裂を起 した とか,ス クラム

を組んで頸を痛めた り,肋 骨 々折を起すな どよく聞 く話である。 この ように

過去の経験を過信す ることによってとんだ事故を引き起す ものである。人体

は使わなければ形態的にも機能的にも日々衰退 してゆ くことをあ らためて再

認識 しなければな らない。 と同時に健康で有意義な人生を送るためには一生

涯を通 じて身体活動の機会をもつことであ り,そ の実施にあたっては各人の

健康度,体 力,年 令,性 別,技 術程度と現在までの運動実施量などを基準 と

して,そ の適量を守 り漸進的に トレーニングを進めてゆ くことが最も大切な

働 小野三嗣 前掲,体 育施設全書 別巻1第 一法規出版株式会社
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こ とで あ る。

V結 語

以上,傷 害予防上の問題点について記述 してきたが,ゲ ーム中,練 習中を

問わず潜在的な危険性は何時も存在す るわけで,こ れ ら潜在的危険が多 く重

なった時ほど大 きな傷害を引き起 しているといえる。いわば合併症 とでもい

うべきものである。た とえば,暑 い地方での炎天下で練習量が過度の上に,

ユニホームが厚いとなれば,相 当頑健なプレーヤーでもまいって しまう筈で

ある。 また,目 の上の裂傷が治ったばか りで,ラ ックの突込みを一瞬ため ら

ったために逆に相手に強 く当た られて傷害を繰 り返す とい うケースもある。

表一一2で も記述 した ように 傷害発生誘因中,不 可抗力によるものは15%で

あ り,他 の殆んどの傷害は慎重な計画と充分な注意をは らうことに よって多

くの傷害は未然に防止で きるもの と考える。とくに大切なことは,良 い施設

と環境を整え,毎 日練習の見れ る 良き指導者を 得ることが 重要な ことであ

る。なお,練 習にあた っては客観的な状況把握によって体力の向上と基礎技

術の習得に努め,常 に緊張 した態度で臨む と共にルールを尊守す る精神が大

切である。

このように自分自身を傷害か ら守ると同時に相手プレーヤーに対 しても傷

害を起させないよう心がけ ることが ラガーマンとしての義務であり,常 に正

しい精神で正 しいプレーをすることが多 くの傷害を未然に防 ぐことになる。

しか し,傷 害を恐れ るあまり神経質にな りすぎた り,プ レーが消極的にな り

若さを失 うようなことは望ま しいことではない。

付 記

本稿は昭和45年12月20日,札 幌大学における 日本体育学会北海道支部大会に

おいて研究発表したものについて一部補足したものである。




